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   Two cases of double primary malignant neoplasm of renal cell carcinoma and gastric 
cancer are presented. 
   Case  1 was a 59-year-old woman with right renal cell carcinoma (granular cell subtype) 
and gastric cancer (poorly differentiated adenocarcinoma). 
   Case 2 was a 72-year-old man with left renal cell carcinoma (clear cell carcinoma) and 
gastric cancer (tubular adenocarcinoma). 
   In both cases, the occult blood reactions of stool was strong and clear gastrointestinal 
symptoms developed 
   In these 2 cases of synchronous double cancer, gastrectomy following nephrectomy was 
performed in the same operation. 














既 往 歴:20歳時 虫 垂9J除術 を受 け てい る
家 族歴=特 記 事 項 な し
現病 歴:1982年下 旬 よ り全 身倦 怠 感,体 重 減少,食
欲 減退,腰 痛 が 出現 し,某 医 を 受診 した.諸 検査 に て
腎 腫瘍 を疑 い 当科 紹 介 とな り入 院 と な った.
現症1栄 養 状 態良 好,体 格 中 等度,眼 瞼 ・眼球 結 膜
に 貧血 ・黄 疸 を 認め ず,全 身 の表 在 リンパ節 を触 知 せ
ず,右 季 肋 部 に圧 痛 を 認 め る,右 腎 部 に硬 い腫 瘤 を 触
知 した.
入院 時 検 査1血 液 一 般 検査;赤 血 球 数379×104/
mm3,Hb9.69/dl,Ht28.3%,白血 球 数7,400/






CRP4十,ESR80mm/hr.腎 機 能 検査;PSP15分
f直25%,120分値65%,Ccr69.8ml/分,Fishberg濃
縮 試験 最 高 比 重1.017,便潜 血 反 応;〇-Tolidine法
(帯),Cuajac法(+).尿 検 査;蛋 白(一),糖
(一),尿沈 渣 赤 血 球o～1/hpf,白血球2～3/hpf.
X線 学 的 検 査:腎 膀 胱 部 単 純 撮 影 に て 右 腎輪 郭 外方
突 出 を認 め た が,異 常石 灰化 陰 影 を 認 め なか った.経 静
脈性 腎 孟 造 影 に て 右 下 腎杯 の軽 度 圧 排 お よびnephro-
gramの 外 方突 出 を認 め た.CTス キ ャ ンに て 腎実 質
との境 界 不 鮮 明 な 腫 瘍 を 右 腎外 側 に 認 め た(Fig.1-
A).腹 部 大 動 脈 造影 に て 右 腎 外 側 にhypervascuIar
な腫瘍 陰影 を 認 め た(F{9.1-B).リンパ管 造 影 では
腫 瘍 を疑 わせ る リ ンパ 節 の腫 大,充 満 欠 損 像 な どを 認
め なか った.ま た,便 潜血 反 応 強 陽 性 で 消 化器 症 状 も
加 わ った ため 消 化管 の精 査 を 施 行 した と ころ,胃 小 蛮
側 にBorrmann皿 型 進 行 癌 を 認め た.生 検 では低 分
化 型腺 癌 であ った.
手 術 所 見:右 腎 と胃 の重 複 癌 の診 断 の も とに1983年
4月4日,全 麻 下に 腹 部 正 中 切 開に て経 腹 的 に根 治 的
右 腎摘 除 術 を 施 行 した.
摘 出標 本;摘 出腎 重 量 は165gで 腫瘍 は直 径5.3
c皿 の球 型 で 腎 実 質 との境 界 は 明 瞭(Fig.2-A),病
理 組 織 学 的 に はtubulartype,commontypeの
granularcellsubtype,G2,INFβ,pT2pNopMo
pV・で あ った(Fig.2-B).胃癌 の大 き さは10.0×6.5
×4.Ocmであ り(Fig.2-C),肝臓 ・腹 膜 へ の 転 移
は 認 め られ なか った.病 理 組 織 学 的 に はpoorly
ifferentiatcdadenocarcinomasi,n3(十),ow
(一).aw(一)で は 進 行程 度 はN度 であ った(Fig.
2-D).
術 後経 過 は 良 好 で 同年4月28日 退 院 した.1984年5
月,某 病 院 入 院 中に 腹 膜 炎に て死 亡 した が,諸 臓 器 に
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現症:体 格中等度,栄 養状態良好,眼 瞼 ・眼球結膜
に 貧血 ・黄 疸 を 認 め ず,全 身 の 表 在 リソパ 節 を触 知 せ
ず,肝 ・脾 お よび両 腎 を触 知 せ ず,
入 院 時検 査=血 液 一 般;赤 血 球 数442×104/mm3,
Hb12.09/d],Ht35.6%,白血 球 数8,800/mm3,血
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船木 ・ほか:腎 と胃 ・重複癌
ng/ml/hr,T.P.7.59/dl,α2Gl17.3%,FBs86mg/
dl,CRP5十,ESR90mm/hr.腎 機 能 検 査;PSP
l5分値10%,120分 値63%,Ccr64.9m1/分,Fish
berg濃縮 試 験 最 高 比 重LO22.便 潜血 反 応;O-Toli-
dine法(惜),Guajac法(").尿 検 査;蛋 白(一),
糖(一),尿 沈 渣 赤血 球 ・白血 球(一).
X線 学 的 検 査=腎 膀 胱 部 単 純 撮 影 で は異 常 石 灰 化 を
認 め なか った.経 静 脈 性 腎 孟 造 影 に て 左 腎孟 に 陰 影 欠
損 像 を 認 め た.CTス キ ャ ンに て 左 腎外 方 に 突 出 し
た 腫瘤 を 認 め た.腎 実 質 と の 境 界 は 不 鮮 明 で あ った
(Fig.3-C).左腎動 脈 造 影 では 左 腎 中央 部 外 側 に 腫 瘍
を思 わ せ るHypervascularityを認 め た(Fig.3-A・
B).リ ンパ 管造 影 で は 腫 瘍 を 疑 わ せ る リンパ節 の腫
大,充 満 欠 損 像 を認 め なか った.ま た,便 潜 血 反 応 強
陽性 で消 化 器 症 状 も 加 わ った た め 消 化管 検 査 を 施 行,
胃体 部 小弩 側 にBorrmannI型 進 行 癌 な らび にfic
型 早 期癌 を認 め た.生 検 で は管 状 腺 癌 で あ った.
手 術所 見:左 腎 と 胃の重 複 癌 の 診 断 の も とに1983年
6月2日,全 麻 下 に根 治的 左 腎 摘 除術 な らび に 胃全 摘
除 術 を施 行 した.
摘 出標 本;摘 出 腎 重量 は213gで 大 きさ3.8×4.4
×4.6cmの腎実 質 と の境 界 明 瞭 な腫 蕩 で あ った(Fig.
4-A).病理 組 織 学 的 に はalveolartype,common-
typeのclearcellsubtype,G1,INFα,pT2pNo
pMopVoであ った(Fig.4-B).胃癌 の大 きさ は4・5
×5.0×2.Ocmであ り,BorrmannI型とそ れ を 取 囲
む 皿c様 の 陥凹 性 病 変 よ りな り,肝 臓,腹 膜 へ の 転
移 は 認 め られ なか った.病 理 組 織 学 的に はtubular
adenocarcinoma,moderatelydifferentiatedtype,
se,INFα,Iy3,V2.nl(+),Stage皿であ った.
術後 経 過=残 腎 の機 能 低 下 が 一過 性 に 認 め られ た.
術 後3ヵ 月程 で転 院 した.そ の後 自宅 療 養 中 で あ った
が,同 年12月,入 浴 中 突 然 死亡 した.死 体 検 案 の結
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